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 自治会（自主防災組織）の避難誘導班などは、訓練前に（平時から）指定避難所及び一時

避難場所までの避難経路の確認を行ってください。 

 

・地震の場合は、家屋又は屏等の倒壊の危険がない経路を選択します。 

・水害の場合は、河川、用水路等がない経路を選択します。 

・市の各種ハザードマップを確認し、地域の危険箇所を把握する。 

・地域を実際に歩いて、目で見て安全点検を行う。 

・避難経路を検討し、防災マップ（地区防災計画内）を作成する。 

・作成した避難経路を実際に歩き、危険な場所がないか再確認し、必要

に応じて経路を見直す。 

・訓練を実施し、地域住民が避難経路や避難場所の安全を確認する。 

・訓練後、内容を見直し、改善を行う。 

・地域住民に更新した防災マップや避難経路を周知する。 

 

 訓練当日において、午前８時 00 分のサイレン吹鳴によるシェイクアウト訓練後、自治会

（自主防災組織）の避難誘導班などは、自身の安否等を伝達後、事前に確認した安全な避難

経路により地域住民を避難場所等へ誘導してください。 

 また、自治会（自主防災組織）の福祉班などは、平時から要配慮者（高齢者、障がい者、

乳幼児、妊産婦、傷病者等）の把握に努め、市福祉部、社会福祉協議会、民生委員・児童委

員、介護従事者、福祉ボランティア等の福祉関係団体などと連携し、必要な場合は避難支援

等ができるよう体制づくりにご協力をお願いします。 

 

・避難誘導の責任者を決め、指示系統を明確にします。 

・避難誘導班員などは、目印となるものを携帯し、地域住民が混乱しな

いようにする。 

・避難経路の確認や避難場所までの所要時間の把握をする。 

・避難誘導に必要な誘導灯や拡声器などの準備する。 

・訓練内容を地域住民の具体的な避難計画（避難対象者、避難先、避難

ルート、避難所要時間設定、避難先での対応内容などの事前準備）の

作成時に反映させる。 

  

資料２ 
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 自治会（自主防災組織）の情報班及び組長などは、訓練前に（平時から）連絡体制を確認

し、情報（連絡網等）に変更がないか確認してください。 

 

・災害時の安否確認は、その後の捜索・救助活動に関わることなので、

災害時に不在となった場合は、自身及び家族の安否について自治会

などに伝えることを心掛けてください。 

・【別紙３ 安否確認の方法について】を参考に自治会内において、安

否確認が実施できる体制づくりを行う。 

 訓練当日において、シェイクアウト訓練後、自治会（自主防災組織）の情報班及び組長な

どは、地域住民の安否確認を行い、情報伝達訓練を次の流れにより行います。 

手

順 
実施者 訓練内容 

１ 組長など 

・ 事前に組内等で安否確認の方法について決める。 

・ 訓練開始後、組内又は担当区域の地域住民の安否を確認。 

  「①安全を確認した人数」、「②安否を確認できなかった人数」を

確認。できれば①②の人数の内、要配慮者になる人数を記載する。 

 ※自治会等未加入者など確認できない人は②に含める。 

・ 午前９時までに自治会（自主防災組織）に人数を報告する。 

 ※報告場所は、各自治会（自主防災組織）で事前に決める。 

２ 情報班など 
・ 組長などから報告を受けた人数を「別紙４ 安否確認表」に集計

する。 

３ 情報班など 

・ 午前 10 時までに指定避難所へ直接行き、「安否確認表」に集計し

た人数を担当の市職員に報告する。 

 ※報告場所は【別紙２ 指定避難所一覧】参照 

 

  

 ・要配慮者とは、高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦、傷病者、難病患

者、日本語が十分に理解できない外国人などを想定。 
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 感染症対策等を講じた上で、自治会（自主防災組織）で設定した一時避難場所等（訓練会

場）において、それぞれで計画した訓練を行います。 

 訓練内容については、「別紙５ 自主防災組織 訓練内容調査票」にあります。その中から、

自治会（自主防災組織）の判断で実施の可否及び内容を決定してください。訓練内容がきま

りましたら、【別紙５ 自主防災組織 訓練内容調査票】を令和７年９月 30 日（火）までに提

出をお願いします（訓練を実施しない場合も必ず提出してください。）。 

 自主防災組織訓練事業費補助金を申請する場合は、令和７年 10 月３日（金）までに申請書

の提出をお願いします。なお、計画した訓練が実施できなかった場合は、実績を「０円」と

して実績報告書を必ず提出してください。 

 

 ・自治会役員などは、ヘルメット、ビブス、腕章等を身に着けてください。 

 ・広報 10 月号と一緒に【組回覧用チラシ】及び【安否確認及び情報伝達訓練の流れ】を配布する 

予定です。 

 ・本日の説明資料等は、市ウェブサイトに掲載します。（※「令和７年度甲斐市総合防災訓練」で

検索してください。） 

 

 

  

 

 

・関係機関合同訓練は、双葉西小学校（指定避難所）で行います。 

 当該避難所の対象区である 双葉新町、旭台、山本、岩森、下志田、

上志田、東部、塩崎町、田畑、田畑団地、金剛地 自治会は、合同訓

練に参加していただくため、訓練内容について市と打ち合わせを行

いますので、ご承知おきください。 


